









This paper proposes a learning method of how to collect and organize information as information literacy activity. Data analysis is 
necessary for solving problems. We studied how to collect proper information and organize them more effectively for the analysis.  
We introduce understanding of general idea of collecting and organizing information through an example, “solution for decreasing 






























































図 1に示す学習プロセスに沿って学ぶよう構成した．   
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表4 ごみ減量化手法の課題の例 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
表5 ごみの減量化手法の課題に対する対策 
 
 
 
 
 
 
 
このように，調査表へ情報を整理していくと，情報がどん
どん積みあがっていく．本手法では，情報が蓄積されていく
プロセスを通して，情報をわかりやすく整理する． 
また，調査リストに列挙した情報の中には，情報収集の目
的に合致していなかったり，信憑性が低い情報も含まれてい
る可能性がある．そのため，収集した情報を照らし合わせ，
調査に必要な情報を取捨選択することが重要である． 
  
3.4.2. 文献リストの作成 
調査する度に，情報の出所を正確に文献リストへ記録して
おく．メモ帳ソフトやワープロ，表計算ソフトで一覧表にし
ておくと便利である．該当文献が多すぎる場合（50件以上あ
る場合など）は，刊行年（出版年）の新しいものから順に 15
件程度にとどめる． 
情報源が Web ページであった場合に記録しておくと良い
事項は，①ホームページ名，②URL，③ホームページ開設（管
理）者，④情報の掲載年月日であるとした． 情報源が図書，
雑誌論文，新聞記事であった場合の記録しておくと良い事項
は，①書名，②著者名，③出版社 ，④出版年月 ，⑤叢書名
(表示されなければ記録しない) ，⑥請求記号，⑦蔵書場所と
した．このような情報を表 6（文献[1] P.45）のように文献リ
ストへまとめておく． 
以上のように，主張を根拠づけるために必要な情報を調査
表や文献リストへ整理しておき，情報の分析，加工，発信の
過程で参照する．特に情報の発信の過程で，報告書や論文を
執筆したり，発表スライドを作成する場合には，文献リスト
に記録した参考文献の詳細を掲載する必要がある． 
 
 
 
 
 
 
 
 
表6 文献リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. まとめ 
インターネットの発展に伴い，世の中には膨大な情報が溢
れている．今日の情報社会では，収集した情報を全て鵜呑み
にするのではなく，正しい情報を取捨選択できる能力が求め
られている．そのような能力を身につけさせるためにも，本
研究では，学習者が主体的に情報を収集し整理することを重
視した学習手法を考案した． 
具体的には，情報収集する上で重要なポイントを 5W2Hと
し，5W2Hに対して自ら考えながら学ぶことを意識させた．
そして，次の 3点に重きを置いた学習手法を提案した． 
1) 情報収集の目的を確認してから収集活動を始める 
2) 基本的な状況を把握してから具体的な情報を収集する 
3) 収集した情報を調査表と文献リストへ整理する 
本研究で提案した手法により，次の手順である「情報の分
析」が効率化されることが期待できる． 
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